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  〔ai〕→〔jaː〕  〔ui〕→〔iː〕 









てまとめたものである。調査は 1993 年 7～8 月と 1995 年 7 月に行われ、各調査地点の生え
抜きの、60 代男女・40 代男女・高校生男女各 2 名ずつで、外住歴は 5 年までとしてある。
ただし、熊本市の高校生については男女各 4 名ずつ調査が行われた。調査対象総数は 108
名である。 
調査項目とされた単語は、名詞・動詞・形容詞あわせて 177 単語である。そのうち、形
容詞は 69 単語で、以下の通りである。 
 
〔ai〕    高い 短い 赤い 温かい 近い 小さい 浅い 眠たい 痛い 固い 
冷たい めでたい くすぐったい もったいない 少ない みっともな 
い 仕方がない (ションナイ) うまい 狭い 甘い 早い 辛い 暗い 
荒い 恐い 弱い 長い 苦い 酸っぱい しょっぱい  
〔ui〕    低い ぬくい 四角い 見にくい 安い 薄い きつい ずるがしこい 
(コスイ) ごつい 暑い がめつい 寒い 煙い 眠い 悪い 軽い 
だるい 古い 丸い まずい 渋い 鈍い  
〔oi〕    しつこい 面白い 遅い 細い 遠い 太い 重い 強い 黒い 白い 





表 1: 連母音の世代・性別ごとの融合率(%2) 
  
名詞 動詞 形容詞 
融合率 非融合率 融合率 非融合率 融合率 非融合率 
60 代 男 10.6 89.4 42.3 57.7 18.7 81.3 
60 代 女 0.6 99.4 39.2 60.8 14.0 86.0 
40 代 男 8.0 92.0 30.6 69.4 25.8 74.2 
40 代 女 5.5 94.5 6.2 93.8 10.0 90.0 
高校 男 0.4 99.6 1.5 98.5 39.9 60.1 
高校 女 0.0 100.0 0.6 99.4 47.7 52.3 





                                                        
1 阿蘇郡阿蘇町(現阿蘇市)・玉名市・熊本市・八代市・本渡市(現天草市)・水俣市・球磨郡多良木町(以上







表 2: 熊本市における〔ai〕・〔ui〕・〔oi〕連母音の融合のバリエーションとその割合(%) 
  〔ai〕 〔ui〕 〔oi〕 
男性 〔jaː〕 51.5 〔iː〕 53.8 〔eː〕 38.2 
  〔eː〕 15.2 〔jaː〕 1.6 〔jaː〕 6.4 
      〔eː〕 1.2 〔iː〕 4.1 
女性 〔jaː〕 30.9 〔iː〕 62.5 〔eː〕 38.8 
  〔eː〕 34.5 〔eː〕 3.3 〔iː〕 3.0 
         〔jaː〕 11.6 






































表 3: インフォーマント情報 
世代 ID3 性別 生年月日 年齢4 言語形成期の居住地 
老年層 
OMa1 男 1935 年 3 月 81 宇城市 
OMa2 男 1949 年 2 月 67 熊本市 
OFe1 女 1934 年 10 月 81 宇土市 
OFe2 女 1948 年 10 月 67 宇土市 
中年層 
MMa1 男 1959 年 2 月 57 熊本市 
MMa2 男 1962 年 2 月 54 宇城市 
MFe1 女 1960 年 1 月 56 宇城市 
MFe2 女 1968 年 9 月 47 熊本市 
高校生 
HMa1 男 1998 年 10 月 17 熊本市 
HMa2 男 1999 年 4 月 17 熊本市 
HFe1 女 1998 年 7 月 18 熊本市 













                                                        
3 ID の略号は、以下の意味を示す。 
O: 老年層 M: 中年層 H: 高校生 Ma: 男性 Fe: 女性 
4 年齢は、調査が行われた 2016 年 9 月 10 日時点のものである。 





筆者が〔ai〕〔ui〕〔oi〕を語尾に持つ単語からそれぞれ 8 単語ずつ、計 24 単語を無作為に
抽出したものである。以下は、抽出した単語を語尾の音別に分類したものである。 
 
〔ai〕 短い 赤い 温かい くすぐったい もったいない みっともない 仕方がない しょっぱい 
〔ui〕 四角い 見にくい 見やすい 低い きつい ずるがしこい だるい 丸い 






12 名のインフォーマントのうち、「調査項目の 24 単語は全て同じ形で使用する」と答え











以下の表 4 は、連母音の融合率を世代別に算出し、表にまとめたものである。 
 
表 4: 連母音の世代・性別ごとの融合率(%) 
  融合形 カ語尾形 標準語形 その他6 
老年 男 0 97.9 0 2.1 
老年 女 0 100 0 0 
中年 男 2.1 97.9 0 0 
中年 女 0 70.8 29.2 0 
高校 男 27.1 29.2 43.7 0 
高校 女 37.5 20.8 37.5 4.2 
全体 11.1 69.4 18.4 1.1 




















合率を示したかを考察する。以下の表 5 は、各連母音の融合率を表にまとめたものである。 
 
表 5: 〔ai〕・〔ui〕・〔oi〕連母音の融合率(%) 
  〔ai〕 〔ui〕 〔oi〕 
融合率 29.2 22.9 10.4 
非融合率 70.8 77.1 89.6 





















この節では、性差を考慮した考察を行う。5.1.1.節で掲載した表 4 を再確認されたい。 
中年層男性は、標準語形で答えた割合が 0%であり、調査項目の 24 単語では標準語形は
使われないということになるが、中年層女性が標準語形で答えた割合は 3 割に近い。この
結果には、「標準的規範の方向へ向けての変化は女性の方に比較的高い」(真田・渋谷・陣





































融合後の音 回答者数 割合 
男性 〔jaː〕 5 100 
女性 
〔jaː〕 7 77.8 
〔oː〕 1 11.1 
〔eː〕 1 11.1 
 
〔ui〕 
融合後の音 回答者数 割合 
男性 〔iː〕 6 100.0 
女性 〔iː〕 5 100.0 
 
〔oi〕 
融合後の音 回答者数 割合 
男性 
〔eː〕 0 0.0 
〔jaː〕 3 100.0 
女性 
〔eː〕 0 0.0 
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